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刊
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せ
て

　

一
昨
年（
二
〇
一
五
年
）平
塚
市
美
術
館
で「
わ
の
会
」メ
ン
バ
ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
が
開
催
さ
れ
た
。

展
覧
会
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
コ
レ
ク
タ
ー
の
知
ら
れ
ざ
る
名
品
」。「
わ
の
会
」
は
会

社
員
を
は
じ
め
、
公
務
員
、
医
師
な
ど
様
々
な
職
種
に
よ
る
美
術
品
コ
レ
ク
タ
ー
の
親
睦
団
体
で
あ
る
。

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
決
し
て
派
手
な
も
の
で
は
な
い
が
、
ど
れ
も
隠
れ
た
名
品
で
あ
り
、
い
ぶ
し
銀

の
魅
力
を
放
つ
。
実
際
、
会
場
に
展
示
さ
れ
た
一
四
六
点
の
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
家
、
彫
刻
家
の

個
性
と
魅
力
を
十
全
に
伝
え
、
小
品
で
あ
り
な
が
ら
ど
れ
も
忘
れ
が
た
い
印
象
を
残
し
た
。
こ
れ
ほ
ど

の
優
品
が
そ
ろ
う
の
も
、
コ
レ
ク
タ
ー
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
美
術
作
品
に
情
熱
と
愛
情
を
傾
け
、
手
間

暇
惜
し
ま
ず
作
品
を
見
て
回
り
、
情
報
を
集
め
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

も
と
も
と
時
の
権
力
者
が
蒐
集
す
る
も
の
で
あ
っ
た
美
術
作
品
が
、
個
人
の
も
の
と
な
っ
た
の
は
主

に
近
代
以
降
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
財
閥
系
の
資
産
家
の
コ
レ
ク
タ
ー
が
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
潤

沢
な
資
金
を
元
手
に
、
贅
沢
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
現
在
、
日
本
の

代
表
的
な
私
立
美
術
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
主
な
も
の
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
原
善
三
郎
・
三

渓
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三
溪
園
、
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倉
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郎
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大
倉
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古
館
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根
津
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助
・
小
彌
太

の
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
、
大
原
孫
三
郎
の
大
原
美
術
館
、
石
橋
正
二
郎
の
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
五

土　

方　

明　

司

増
田　

誠
《
チ
ェ
ス
す
る
キ
ン
グ
》 

298

二
見
彰
一
《
バ
ル
ト
ー
ク
の
部
屋
》 

300

村
井
正
誠
《
雨
の
中
の
少
年
》 

302

大
沢
昌
助
《
森
に
い
く
道
》  

304

篠
田
桃
紅
《Sprout

》 
 

306

嶋
田
し
づ
《
刻
み
ゆ
く
時
の
流
れ
》 

308

大
澤　

寛
《
浜
辺
》 

 

310

岩
﨑
勝
平
《
橋
（
大
阪
）》 

 

312

脇
田　

和
《
ペ
ー
パ
ー
パ
レ
ッ
ト
と
筆
》 

314

清
宮
質
文
《
水
辺
の
窓
》 

 

316

野
田
哲
也
《
日
記
１
９
７
２
年
10
月
25
日
》 

318

堀
井
英
男
《m

agic room
 83

―1

》 

320

加
賀
美
勣
《
卓
上
の
静
物
》  

322

宮
崎　

進
《
花
と
女
》 

 
324

三
尾
公
三
《
蒼
天
へ
》 

 
326

麻
田　

浩
《
窓
・
鏡
》 

 

328

星　

襄
一
《
ブ
ラ
ン
コ
星
座
26
番
》 

330

加
藤　

正
《
虹
か
ら
生
ま
れ
た
卵
》 

332

瑛
九
《
愛
情
》 

 

334

靉
嘔
《
ハ
ー
ト
》 

 

336

菅
野　

功
《
静
物
》 

 

338

タ
カ
ハ
シ
・
ノ
ブ
オ
《
人
形
》 

340

松
村
光
秀
《
黙
唄
》 

 

342

西
村
宣
造
《
阿
吽
》 

 

344

松
田
正
平
《
自
画
像
》 

 

346

小
石
サ
ダ
ヲ
《
鎮
魂
》 

 

348

松
村
光
秀
《
蝶
と
ほ
う
づ
き
》 

350

編
集
後
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀　

良
慶 

353

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ー
と
・
わ
の
会
の
ご
案
内 

355

Inform
ation on NPO Art W

a-no-kai Association 

xii

Forew
ord　

　
　
　
　
　
　
　

N
ohara H

iroshi 

xi

For the publication of the art book W
a-no-kai

no m
e II (Eyes of the W

a-no-kai Association II)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 H
ijikata M

eiji 

ix

作
家
索
引 

 

v

所
蔵
家
・
執
筆
者
一
覧 

 

i



89

島
慶
太
の
五
島
美
術
館
、
出
光
佐
三
の
出
光
美
術
館
等
々
。
現
代
美
術
で
は
銀
行
家
の
原
六
郎
の
原
美

術
館
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
島
、
直
島
を
世
界
的
に
有
名
な
ア
ー

ト
の
拠
点
に
し
た
福
武
總
一
郎
も
い
る
。
以
上
の
美
術
館
は
国
内
外
に
も
知
ら
れ
、
へ
た
な
地
方
公
立

美
術
館
に
は
か
な
わ
ぬ
豊
富
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
少
な
い
資
金
な
が
ら
も
、

優
れ
た
眼
と
直
感
に
よ
っ
て
こ
つ
こ
つ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
集
め
、
注
目
す
べ
き
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
残
し

た
コ
レ
ク
タ
ー
も
い
た
。
画
商
で
も
あ
る
洲
之
内
徹
や
、
梅
野
隆
な
ど
は
、
そ
の
よ
う
な
慧
眼
の
士
と

し
て
代
表
的
存
在
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
人
に
は
私
も
個
人
的
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
机
上
の
学
問
で
は

学
べ
な
い
、
自
分
の
眼
だ
け
を
頼
り
に
し
た
、
美
術
作
品
と
の
真
剣
勝
負
の
よ
う
な
も
の
を
教
わ
っ
た
。

　

洲
之
内
徹
は
い
ま
で
は
伝
説
的
な
存
在
と
な
っ
た
現
代
画
廊
を
経
営
し
、
無
名
で
有
望
な
画
家
た
ち

を
応
援
し
た
。
こ
こ
で
の
展
覧
会
を
き
っ
か
け
に
世
に
出
た
画
家
も
多
い
。
名
文
家
で
も
知
ら
れ
、「
気

ま
ぐ
れ
美
術
館
」
シ
リ
ー
ズ
は
美
術
フ
ァ
ン
必
読
の
書
と
な
っ
て
い
る
。「
売
ら
な
い
画
商
」
と
の
異
名

で
知
ら
れ
、気
に
入
っ
た
大
切
な
作
品
は
手
元
に
置
い
た
。
現
在
そ
の
作
品
は
「
洲
之
内
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
し
て
宮
城
県
美
術
館
で
常
設
さ
れ
、
全
国
か
ら
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
る
。

　

元
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
梅
野
隆
は
、
定
年
後
、
東
京
・
京
橋
で
美
術
研
究
所
藝
林

を
経
営
し
た
。
父
親
は
青
木
繁
の
友
人
で
遺
作
の
大
半
を
所
持
し
て
い
た
梅
野
満
雄
。
藝
林
時
代
の
梅

野
は
損
得
抜
き
で
世
に
埋
も
れ
た
画
家
た
ち
を
発
掘
し
、
そ
の
価
値
を
世
に
問
う
た
。
今
西
中
通
、
伊

藤
久
三
郎
、
菅
野
圭
介
、
吉
田
卓
ら
、
当
時
の
美
術
界
で
あ
ま
り
話
題
に
の
ぼ
ら
な
か
っ
た
、
実
力
派

の
画
家
た
ち
の
再
評
価
は
梅
野
の
存
在
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
長
野
県
東
御
市
に
あ
る
梅
野
記
念
絵
画

館
は
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し
て
い
る
。

　

洲
之
内
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
梅
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
て
ま
ず
感
じ
る
こ
と
は
、
二
人
の
美
術
作
品
に

か
け
る
強
い
情
熱
と
愛
情
で
あ
る
。
両
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
も
、
前
述
し
た
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
比
べ
る

と
実
に
さ
さ
や
か
な
規
模
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
点
一
点
は
地
味
な
が
ら
も
ジ
ン
ワ
リ
と

心
に
響
く
。
美
術
が
あ
く
ま
で
も
精
神
的
な
営
み
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
両
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
訪

ね
る
度
に
、
何
か
大
切
な
原
点
を
確
認
す
る
。

　
「
わ
の
会
」
は
、
こ
の
洲
之
内
、
梅
野
両
氏
の
薫
陶
、
影
響
を
受
け
た
メ
ン
バ
ー
が
多
い
。
両
氏
の
美

術
に
対
す
る
精
神
、
姿
勢
が
そ
の
ま
ま
、
こ
の
会
の
雰
囲
気
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今
回

第
二
巻
が
刊
行
さ
れ
る
こ
の
本
を
一
読
さ
れ
れ
ば
お
分
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
大
コ
レ
ク

タ
ー
が
持
つ
巨
匠
作
品
は
見
当
た
ら
な
い
。
人
気
画
家
の
売
り
絵
も
な
い
。
す
べ
て
画
家
が
丹
精
込
め

た
珠
玉
の
作
品
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
自
慢
の
愛
蔵
作
品
に
寄
せ
た
各
コ
レ
ク
タ
ー
の
コ
メ
ン
ト
も
、

評
論
家
、
学
芸
員
で
は
書
け
ぬ
性
格
の
も
の
だ
。
そ
こ
に
は
、
作
品
へ
の
慈
し
み
が
溢
れ
て
い
る
。

　

刊
行
が
待
た
れ
た
こ
の
書
に
よ
っ
て
、
美
術
を
愛
す
る
庶
民
コ
レ
ク
タ
ー
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願

う
次
第
で
あ
る
。

（
ひ
じ
か
た
・
め
い
じ
／
美
術
評
論
家　

平
塚
市
美
術
館
館
長
代
理
）
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『
わ
の
会
の
眼　

コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
の
静
か
な
情
熱
』
は
二
〇
一
二
年
六
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ー
と
・
わ
の
会
の

一
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
続
編
と
し
て
本
書
『
わ
の
会
の
眼 

Ⅱ　

心
を

射
抜
く
作
品
た
ち
』
が
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。
小
コ
レ
ク
タ
ー
の
集
ま
り
で
あ
り
ま
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ー
と
・
わ
の
会

の
前
身
は
「
コ
レ
ク
タ
ー
が
創
る
！
わ
た
く
し
美
術
館
」
で
す
。
物
故
の
洋
画
作
家
の
作
品
を
主
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

し
て
い
る
七
三
名
の
会
員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
品
の
公
開
や
埋
も
れ
た
作
家
の
発
掘
顕
彰
を
し
て
美
術
普
及

活
動
の
推
進
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
本
書
掲
載
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
高
名
高

額
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
珠
玉
の
名
品
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
全
国
の
会
員
が
長
年
苦
労
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

し
た
も
の
で
す
。
作
品
は
一
七
〇
点
、
作
家
数
一
四
五
名
、
制
作
年
の
幅
は
一
八
八
一
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の

一
三
三
年
間
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
油
彩
が
主
で
す
が
水
彩
・
版
画
・
日
本
画
・
立
体
作
品
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
五
、六
年
に
は
、
平
塚
市
美
術
館
と
東
御
市
梅
野
記
念
絵
画
館
で
前
著
掲
載
作
品
の
ほ
ぼ
全
作
品
を
展
示
し

て
い
た
だ
き
大
好
評
を
得
ま
し
た
。
小
コ
レ
ク
タ
ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
一
括
し
て
公
立
美
術
館
二
館
で
企
画
展
扱

い
で
本
格
的
に
展
示
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
稀
な
こ
と
で
コ
レ
ク
タ
ー
冥
利
に
尽
き
ま
す
。
い
つ
も
見
慣
れ
て
い
る
作

品
が
本
格
的
な
照
明
技
術
に
よ
り
一
段
と
輝
き
を
増
し
、
我
が
子
の
晴
れ
舞
台
を
見
て
い
る
よ
う
な
感
激
を
得
ま
し

た
。
こ
の
本
の
掲
載
作
品
も
機
会
に
恵
ま
れ
れ
ば
是
非
晴
れ
の
舞
台
に
立
た
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
好
き
な
一
枚
の
絵
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
見
つ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
の
仲
間
と
し
て
い
つ
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

（
の
は
ら
・
ひ
ろ
し
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

あ
ー
と
・
わ
の
会
理
事
長
）

は
じ
め
に

野　

原　
　

宏

　

二
〇
一
五
年
一
二
月
か
ら
二
〇
一
六
年
三
月
に
か
け
て
平
塚
市
美
術
館
と
東
御
市
梅
野
記
念
絵
画
館

の
二
館
で
「
わ
の
会
」
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
公
立
美
術
館
で
は
全
国
初
と
な
る
庶
民
コ
レ
ク
タ
ー

団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
で
す
。
美
術
館
と
コ
レ
ク
タ
ー
の
共
同
開
催
と
い
う
実
験

的
な
試
み
で
し
た
が
大
成
功
で
終
え
る
事
が
で
き
、
日
本
の
芸
術
啓
蒙
運
動
の
新
た
な
形
と
し
て
世
に

問
う
こ
と
が
出
来
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
の

賜
物
で
あ
り
、
今
さ
ら
な
が
ら
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
度
『
わ
の
会
の
眼 

Ⅱ
』
が
刊
行
さ
れ
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
前
回
に
も
増
し
て
多

く
の
メ
ン
バ
ー
が
出
品
し
、
質
・
量
と
も
に
素
晴
ら
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
芸
術
は
日
常
生
活

の
中
に
あ
っ
て
こ
そ
本
領
を
発
揮
し
ま
す
。
作
品
に
込
め
ら
れ
た
コ
レ
ク
タ
ー
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思

い
は
、
き
っ
と
読
者
の
皆
さ
ま
に
も
通
じ
る
事
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  「
蒐
集
亦
芸
術
」
そ
し
て
「
感
動
は
新
た
な
る
美
を
発
見
す
る
」

本
書
が
後
世
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
良
き
道
標
に
な
る
事
を
期
待
し
つ
つ
。

絵
の
あ
る
待
合
室
に
て

（
ひ
ら
ぞ
の
・
け
ん
い
ち
／
書
籍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
）

編
集
長
挨
拶

平　

園　

賢　
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